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議事録

　　　　　　　　　　　　　　　

１．コピー機使用について

1 コピー適切使用、節約につなげるために

・各部署にあるコピー機の使用状況を掲示する。

どのチーム・グループでどれくらい使用したか。

明らかに使用枚数が多い部門の理由を明記する。

　なにをコピーしたなど

　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　毎月、先月比で分析、検討したものを各部署へ提示し視覚的に訴える

スタッフ内には、コピーに対してのコスト意識に欠けている人も多い印象があるため、具体的数字をあげて呼びかけるほうが効果的であると考える。

＊ランニングコストをコピー機に明示

＜現在の法人内コピー機のランニングコスト＞　　

1枚あたり

	場所
	支払先
	3000枚まで
	3000枚以上
	カラーコピー

	病院
	テクノル
	￥７.0
	￥６.0
	無し

	南山（設置は本部）
	キャノン
	￥６.8
	￥５.8
	無し

	青山
	テクノル
	￥６.0
	￥５.0
	￥７５


　カンファ・ミーティングなどで委員会からとしての呼びかけを行う。

　　・コスト削減意識を持たせる⇒コピーを行うということは、その分コピー用紙も

　　　使用しているから、2倍経費を使っていることを意識してほしい。

· 未記入で使用しているケースへも同様にカンファで説明し、今後はそのようなことがな　　　　　　　　

　い様に意識つけていく。

2 委員会として活動、見直すべき点の確認

（現在、日用品、光熱費を中心に節約を呼びかけているが、今後の活動として）

1） 備品の修理

破損ヶ所、修理にかかる経費も大きい為、物を大切に扱うという意識つけ。

カンファ・ミーティングなどで委員会からとしての呼びかけを行う。

　　　　　　　
　　　　　　　　　コピー使用について節約委員会から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　タイ子

　　節約委員会から今後のコピー使用削減に向けて

1 使用に対してのコスト意識を定着するために

　　　１）各部署にあるコピー機の使用状況を掲示する。

　　　・どのチーム・グループでどれくらい使用したか。

　　　・使用枚数が多い部門の理由を聴衆し、削減、減少できるものか判断を促が

　　　　す。

　　　　　　・上記を記載した先月比での対称グラフの作成、提示での呼びかけ

　　　　②　ランニングコストの明示

· 使用内容については、庶務との連携でデーターを共有し行なう。

· グラフ作成は、庶務での集計が出たら委員会で検討し、タイムリーに提示し、各スタッフへ現実的に捉えてもらう。

　　　　　　③　カンファ・ミーティングなどで委員会からとしての呼びかけを行う

　　　　　　・コスト削減意識を持たせる。

　　　　　　・各スタッフに現状を提示し把握してもらい、コスト削減につなげる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　④　節約委員会の意識　　　

　　　　　　・節約委員会が率先して節約意識をもつ、見直しの必要個所の提案ができる

　　　　　　　ようにする。　

